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福井県大野市九頭竜地域の下部白亜系手取層群より産出した
Nippononaia tetoriensis

酒井　佑輔*
Nippononaia tetoriensis （Bivalvia） from the Lower Cretaceous Tetori Group in the Kuzuryu area, Ono City,

Fukui Prefecture, central Japan

Yusuke SAKAI*

（要旨）　福井県大野市九頭竜地域の下部白亜系手取層群伊月層より産出したNippononaia tetoriensisに
ついて報告する．これは手取層群の標準セクションから産出したNippononaia属の初記録となる．
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　手取層群は，福井，石川，岐阜，富山，新潟県に分
布する上部中生界であり，その標準セクションとし
て福井県大野市九頭竜地域北部に位置する石徹白川
地域が指定されている（Yamada & Sano, 2018）（Fig. 
1）．Sakai et al.（2020）によれば，石徹白川地域の手
取層群は，山原層，葦谷層，大淵層，伊月層，後野層
より構成される．伊月層からは，古くから非海棲軟
体動物化石が産出することが知られている（例えば，
Kobayashi & Suzuki, 1937; Matsukawa & Ido, 1993; 
Koarai & Matsukawa, 2016）．本稿では，伊月層から
産出したNippononaia tetoriensis Maedaの標本2点を報
告する．
　Nippononaia属は，殻の外形が横長い笹の葉状で，
殻表にはジグザグ模様のＶ字型の肋が発達するなどの
特徴があり，そのうちNippononaia tetoriensisは他の種
類に比べ殻表のジグザグ模様の数が少なく弱いのが特
徴である（田代，1992）．FCMNH-GF5441（Fig. 2A：
福井市自然史博物館所蔵）は1986年に石徹白川地域の
後野ロックシェッド上に露出する伊月層，OMFJ-42

（Fig. 2B：和泉郷土資料館所蔵）は1996年に九頭竜地
域東部に位置する上半原地域の林谷周辺に露出する同
層から採取された（Fig. 1）．それぞれの産出地からは，
その後追加標本は知られていない．
　TPN（Trigonioides-Plicatounio-Nippononaia）二枚貝
群集の産出は，手取層群において特定の層準に限定
されることから層位の決定に有効である（酒井ほか，
2018）．特にNippononaia属は，手取層群において，他
のTPN二枚貝群集構成要素に比べてより早く産出す
る点で注目されている（佐野，2018）．そのため，手
取層群の標準セクションからのNippononaia属の産出
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Fig. 1. Distribution of the Tetori Group in the Kuzuryu area (Yamada 
& Sano, 2018; Sakai, 2019). Map shows the fossil localities. 
1: Nochino in the Itoshirogawa area, 2: Hayashidani in the 
Kamihambara area.

Fig. 2. Nippononaia tetoriensis Maeda from the Itsuki Formation of 
the Tetori Group in the Kuzuryu area. (A) FCMNH-GF5441 
from Nochino in the Itoshirogawa area, (B) OMFJ-42 from 
Hayashidani in the Kamihambara area.

は，手取層群全体の層序対比を議論する上で重要なデ
ータであるといえる．Nippononaia tetoriensisは，これ
までに福井，石川，岐阜県の手取層群から報告されて
おり（Table 1），他地域との比較を行うためにも今後
の追加標本が待たれる．
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Abstract
　Nippononaia tetoriensis Maeda were discovered from 
the Lower Cretaceous Itsuki Formation of the Tetori 
Group distributed in the Kuzuryu area, Ono City, Fukui 
Prefecture, central Japan. This is the first record of the 
genus Nippononaia from the type section of the Tetori 
Group.

Table 1. Records of the genus Nippononaia from the Tetori Group.


